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明
治
の
歩
み
を

つ
な
ぐ
、つ
た
え
る

　
　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）

　
　

か
ら
１
５
０
年
に
あ
た
り
ま
す

　

平
成
30
年
（
２
０
１
８
年
）
は
、
明
治
元
年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
起
算
し
て
満

１
５
０
年
に
当
た
り
ま
す
。
政
府
は
、
①
「
明
治
以
降
の
歩
み
を
次
世
代
に
遺
す
施

策
」、
②
「
明
治
の
精
神
に
学
び
、
さ
ら
に
飛
躍
す
る
国
へ
向
け
た
施
策
」、
③
「
明

治
１
５
０
年
に
向
け
た
機
運
を
高
め
て
い
く
施
策
」
の
３
つ
を
柱
と
し
て
、
政
府
一

体
と
な
っ
て
「
明
治
１
５
０
年
」
関
連
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
国
だ
け
で
な

く
、
地
方
公
共
団
体
や
民
間
も
含
め
て
、
日
本
各
地
で
多
様
な
取
組
が
推
進
さ
れ
る

よ
う
、
機
運
の
醸
成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

安
来
で
も
明
治
期
は
、
新
た
な
産
業
や
人
物
が
現
わ
れ
、
転
換
期
を
迎
え
た
時
代

で
し
た
。
市
で
は
、
先
人
の
功
績
を
次
世
代
に
伝
え
る
た
め
、
歴
史
講
座
や
各
施
設

で
展
示
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
歴
史
記
録
本
の
編
さ
ん
、
関
連
イ
ベ
ン
ト
な
ど

市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
す
る
補
助
制
度
（
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
事
業
補
助
金
、

元
気
い
き
い
き
補
助
金
）
を
設
け
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
活
用
く
だ
さ
い
。

●
政
府
の
取
り
組
み

　

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
の
推
進
や
、
人
物
や
施
策
を
知
る
機
会
を
設
け
ま
す
。

※
詳
し
く
は
内
閣
官
房
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。（「
明
治
１
５
０
年
」
で
検
索
）

●
島
根
県
の
取
り
組
み

　

県
立
図
書
館
で
、「
図
書
館
建
築
50
周
年
記
念
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
明
治
６

年
か
ら
の
県
立
図
書
館
の
歴
史
を
紹
介
す
る
予
定
で
す
。

■問い合わせ
　政策秘書課
　℡２３－３０６０

▲明治40年頃の安来の市街地

▲広田亀治像（荒島町）
▶運送が盛んだった安
来の港（明治40年頃）
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安
来
の
産
業
と
文
化
の
ル
ー
ツ
は

　
　
　
　
　
　
　
明
治
に
あ
り
ま
す

積
出
港
か
ら
脱
却

　
「
明
治
維
新
」
は
、
安
来
に
も
大

き
な
変
化
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
こ

の
時
代
、
自
由
な
経
済
活
動
が
盛
ん

に
な
り
、
活
躍
し
た
の
が
事
業
家
た

ち
で
す
。
並
河
理
二
郎
を
は
じ
め
と

す
る
事
業
家
た
ち
が
金
融
、
海
運
、

精
米
、
肥
料
、
製
糸
な
ど
の
商
売
を

手
掛
け
、
大
い
に
栄
え
ま
し
た
。

　

鉄
の
生
産
と
そ
の
積
出
港
と
し
て

栄
え
て
い
た
安
来
は
、
鎖
国
が
解
か

れ
る
と
洋
鉄
の
輸
入
や
洋
式
高
炉
の

稼
働
に
よ
り
危
機
に
ひ
ん
し
ま
す
。

た
た
ら
が
盛
ん
だ
っ
た
能
義
郡
で
は

新
た
な
需
要
に
活
路
を
見
出
し
て
い

き
ま
す
。
一
方
、
窮
状
を
打
破
し
よ

う
と
明
治
32
年
、
日
立
金
属
安
来
工

場
の
発
祥
と
な
る
雲
伯
鉄
鋼
合
資
会

社
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
会
社

が
元
で
安
来
は
、
鉄
鋼
生
産
の
ま
ち

へ
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
現
在
も
た

た
ら
製
鉄
の
流
れ
を
く
む
良
質
な
鉄

づ
く
り
の
最
先
端
技
術
を
武
器
に
、

市
内
企
業
が
将
来
性
の
高
い
航
空
機

産
業
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

事
業
家
た
ち
は
文
化
に
も
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。
町
の
若
い
芸

術
家
を
支
援
し
、
米
原
雲
海
、
河
井

寛
次
郎
、
木
村
栖
雲
な
ど
が
世
に
出

ま
し
た
。
ま
た
、
貧
し
い
人
を
助
け

る
な
ど
福
祉
事
業
な
ど
も
行
い
、
藩

に
代
わ
り
安
来
の
政
治
・
経
済
を
担

う
よ
う
な
役
割
も
果
た
し
ま
し
た
。

安
来
節
保
存
会
が
発
足
し
た
の
も
明

治
44
年
。
そ
の
後
、
安
来
節
は
全
国

で
一
大
ブ
ー
ム
を
巻
き
起
こ
し
ま

す
。

　

農
業
で
は
稲
の
品
種
開
発
に
身
を

さ
さ
げ
た
広
田
亀
治
が
、
明
治
８
年

に
病
害
に
強
く
、
多
収
量
の
「
亀
治

米
」
を
開
発
し
、
人
々
の
生
活
を
助

け
ま
し
た
。
評
判
は
全
国
へ
広
が

り
、
島
根
県
で
は
約
半
世
紀
に
わ
た

り
主
要
品
種
で
あ
り
続
け
ま
し
た
。

　

明
治
41
年
に
は
、
島
根
県
内
で
は
最

も
早
く
米
子
・
安
来
間
に
鉄
道
が
開
通
。

以
来
、
安
来
駅
は
本
市
の
玄
関
口
と
し

て
今
に
至
っ
て
い
ま
す
。

困
難
を
乗
り
切
っ
た
安
来
の
気
風

　

市
文
化
財
課
高
岩
俊
文
は
、
安
来

の
気
風
が
好
影
響
を
与
え
た
と
話
し

ま
す
。「
明
治
の
安
来
は
、
社
会
情

勢
の
変
化
に
加
え
て
、
洪
水
や
疫

病
、
大
火
、
不
況
に
見
舞
わ
れ
る
な

ど
困
難
な
時
代
で
し
た
。
こ
の
困
難

を
乗
り
切
っ
た
の
は
、
自
由
闊
達
で

事
業
意
欲
の
旺
盛
な
安
来
の
気
風
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
の
気
風
が

変
化
に
対
応
し
な
が
ら
、
新
し
い
物

を
生
み
続
け
、
現
在
ま
で
続
く
産
業

や
文
化
の
下
地
を
創
り
ま
し
た
。
明

治
１
５
０
年
の
節
目
の
年
、
私
た
ち

は
同
じ
よ
う
に
変
化
の
ま
っ
た
だ
中

に
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
旧
跡
を
訪

ね
、
往
時
を
知
り
、
思
い
を
巡
ら
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
」。

「明治150年」関連の安来市の取組
○鉄の積出港安来の調査研究 
◯展示（常設展）
　和鋼博物館、広瀬町名誉町民顕彰館
◯イベント、文化振興、歴史記録などの補助
　安来市地域トライアングル事業補助金、安来
市地域元気いきいき補助金

明治時代の安来の主なできごと
明治２年　版籍奉還（松江、広瀬、母里に各藩知事を置く）

明治４年　松江県、広瀬県、母里県を置く、 同年、統廃

　　　　　合し島根県となる、 井尻川を伯太川、富田川

　　　　　を飯梨川に改称

明治５年    郵便局ができる

明治６年　小学校ができる

明治８年　荒島村広田亀治、稲新種を開発する

明治12年　能義郡役所を広瀬に置く

明治17年　大阪・安来間に定期航路ができる

明治22年　町村制施行、２町14村となる

明治32年　雲伯鉄鋼合資会社ができる

明治39年　安来・舞鶴間に定期航路ができる

明治40年　東宮殿下行啓、安来郵便局電話業務始まる

明治41年　米子・安来間に鉄道開通、松江まで延長

明治42年　広瀬絣伝習所が開かれる、鷺湯温泉営業始  

                     まる、家庭に電灯がつく

明治44年　安来節保存会ができる、安来小学校に県内      

                     初のピアノ購入

明治期の安来

安来市文化財課
主任　高岩俊文

特集  明治 150 年


